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１）deRhoode（１９１３）, p.２８７.（McGill, Brown, Haley and Schieber（２００５）, pp.１７－１８.）


























２）同冊子への論及は Harbrecht（１９５９）, p.９５.および Dearing（１９５４）, pp.５２－５３.
３）Sass（１９９７）では福祉資本主義期の年金改革論と「繰延賃金説」を関連づけている（p.７９）。




















































































１２）Skolnik（１９７６）, pp.７－８. 実際の強制退職の運用状況については Reno（１９７２）を参照。































































２０）Wimberly（１９６７）, p.６８. Scanian（１９６３）, p.２７３.
























２１）詳細な表は，Scanlan（１９６３）, p.２８７, Wimberly（１９６７）, p.５２.
２２）Scanlan（１９６３）, p.２６７,３１１.
２３）Solnik（１９７６）, p.８.
















 勤務比例方式における調整  賃金比例方式における調整
出所）筆者作成。














































































３１）この時期の判例の変化については，Aaron（１９６１）, pp.８－１１,１１９, Harbrecht（１９５９）, pp.
１８１－１８６, McGill（１９６２）p.８３,１６４, Sass（１９９７）, p.１８９,３０５などで簡潔に整理されている。
３２）Hunter v. Sparling,８７Cal. App.２nd７１１;１９７p.２d８０７.なお被告の上訴は最高裁で棄却さ



























３３）Langer v. Superior Steel Corp.,１０５Pa. Super５７９,１６１Atl５７１（１９３２）.
３４）McGill（１９６２）, p.８３.









































































３７）Skolnik（１９７６）, p.９, Wimberly（１９６７）, p.４７を参照。
３８）Scanian（１９６３）, pp.２６５,２８９－２９０, Wimberly（１９６７）, p.４７.



























割程度に止まっていた。詳細は President’s Committee on Corporate Pensions（１９６５）, Scanian
（１９６３）, p.３０３を参照。
４３）Wimberly（１９６７）, p.８１. GM and UAW（１９５８）.










ベスティングあり １０，３４０ ６９．４％ １００．０％ ８，３９３ ７１．５％ １００．０％
満期付与方式 ６，９４１ ４６．６％ ６７．１％ ６，８１５ ５８．０％ ８１．２％
あらゆる離職 ６，４２３ ４３．１％ ６２．１％ ５，４８２ ４６．７％ ６５．３％
非自発的離職 ５１８ ３．５％ ５．０％ １，３３３ １１．４％ １５．９％
段階付与方式 ３，３９９ ２２．８％ ３２．９％ １，５７８ １３．４％ １８．８％
あらゆる離職 ３，２８９ ２２．１％ ３１．８％ １，５５２ １３．２％ １８．５％
非自発的離職 １１０ ０．７％ １．１％ ２７ ０．２％ ０．３％
ベスティングなし ４，５５０ ３０．６％ － ３，３４９ ２８．５％ －
合計 １４，８９０ １００．０％ － １１，７４２ １００．０％ －
自発的退職規定あり※ 非自発的※
退職のみ退職年齢






なし １７（０．３％） － － － １７（０．３％）
５年以内 １０６（１．９％） ９９（１．８％） ３６（０．７％） － ２４０（４．４％）
１０年以内 ６３８（１１．６％） ２，１１４（３８．６％） ７５（１．４％） － ２，８２７（５１．６％）
１５年以内 ７７１（１４．１％） ３９０（７．１％） ３８３（７．０％） ２４（０．４％） １，５６８（２８．６％）




３０年以内 １２５（２．３％） ４０（０．７％） ７１（１．３％） ３（０．１％） ２３９（４．４％）





勤務比例 賃金比例 勤務比例 賃金比例 勤務比例 賃金比例
１９６４ ８８％ ６５％ １２％ ３２％ １１％ １３％
１９６９ ５４％ ５２％ ４５％ ４４％ ３２％ ２２％
１９７４ ３２％ ４０％ ６８％ ５８％ ５６％ ３９％
表１ ベスティングの導入状況（１９６２－１９６３年，単独雇用主プランを対象）




出所）President’s Committee on Corporate Pensions（１９６５）, Appendix, Table７,８より筆者作成。
表１ ベスティング付与プランにおける条件の変化
出所）バンカーストラスト社調査。Skolnik（１９７６）より。



















































理由の一つであるとしている。Langbein and Wolk（２０００）, p.１３８.
４７）Harbrecht（１９５９）, pp.５６－５７.

























４８）President’s Committee on Corporate Pensions（１９６５）, p.４７.
４９）Griffin and Trowbridge（１９６９）, p.１０,１３,７７.
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出所）Subcommittee on Labor（１９７２）, p.１９,２１より筆者作成。






























（pay as you go）























（entry age normal）※ 3
+過去勤務債務利払のみ
加入年齢規準






















































































５９）Committee on Ways and Means（１９７３）, p.２８.















































































































６９）Committee on Ways and Means（１９７３）および Committee on Education and Labor（１９７３）,
を参照。
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